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i　現住人口表
i　（12月末日現♂の

i男　19・624人（149）

：女　20．223人（→25）

1計　39．847人G74）

　世帯総数
　89233H卜零｛キ

認はとfも　のな
渡無し地困受で協
す償ての受けあ力
るiこは買力よ容りが

嘱望’収予れまな
博い市で想態すけ
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皿
れ
か
ら
が
、
私
共
日
向
市
民
の

　

｝
働
き
で
あ
り
ま
す
。

　
工
場
は
御
承
知
の
東
洋
紡
績

と
い
う
日
本
一
の
大
会
社
が
、

一
な
協
力
が
な
け
れ
ば
出
来
な
い
諏
べ
き
讐
と
思
写
．
す
。
三

一の

w
霧
舞
の
中
で
、
最
霧
に
酷
熱
隙
舖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
を
希
望
し
、
乾
る
人
群
は
B
工

遍
の
買
収
で
あ
り
ま
す
・
巾
可
を
ひ
い
き
し
て
、
万
に
繰

一
と
し
て
は
、
市
有
地
を
無
償
或
…
し
合
っ
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と

教

育
は

父
母
の
熱
情
で

教
育
委
員
長
田
村
栄

鍵
盤
購
轟
轟
鷲
齪
鰻
編
霧
盆
画
一
触
蘇

年
頭
に
あ
た
っ
て

和
衷
協
力
し
て
前
進
の
年

市

長
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新年名刺交換会で挨拶した時の三三尾市長

　
市
斑
の
皆
様
、
昭
和
三
1
．
、
．

ゼ
の
鑛
に
あ
た
り
ま
し
て
・

サ一皆

l
の
御
多
幸
を
、
心
か
ら
お
祈

轟
酷
膳
ギ
市
制
更

｝
年
男
に
入
る
訳
で
あ
り
ま
ホ

一
が
、
皆
様
の
御
協
力
に
よ
り
♪
．
小

繍
哺
謙
鍵

庸
騨
難
壁
静

一
て
、
も
う
港
と
し
て
使
え
る
t

一
う
に
な
り
ま
し
た
，
そ
し
，
L
、

一
こ
こ
に
建
設
さ
れ
る
丁
場
も
人

一
体
確
定
し
て
お
り
ま
す
。
〈
，
有

　
　
　
　
・
は
こ
の
工
場
脅
ど

　
　
　
　
　
の
よ
う
に
し
て
受

　
　
　
　
　
け
容
れ
る
か
を
、

　
　
　
　
　
私
共
日
向
市
民
が

　
　
　
　
　
決
定
す
る
年
で
あ

　
　
　
　
　
り
ま
す
。
昨
年
あ

　
　
　
　
　
た
り
は
1
場
誘
致

　
　
　
　
　
に
つ
い
て
県
当

局
、
県
議
会
、

　
　
　
県

民
殊
に
漁

業
に
従
肇

　
り
　

す
る
県
民

の
間
で
、

色
々
な
問

題
が
あ
り

ま
し
た
。

日
向
弗
民

ま
す
。
し
か
し
市
の
気
持
は
、

ま
た
市
民
の
気
持
で
も
な
け
れ

爾
難
鯖
野
錫
舗
ぴ

　

一
は
、
絶
対
避
け
な
け
れ
ば
な
り

利
運
を
賭
け
て
建
設
す
る
と
い
一
ま
せ
ん
が
、
兎
に
角
工
場
が
来

訴
万
に
賑
・
合
っ
た
な
ら
　
も
黛
文
部
省
で
も
笑

一
ぱ
、
お
互
の
意
見
は
一
致
す
る
｛
私
達
父
舞
の
ひ
た
む
き
な
熟
情

講
で
あ
り
、
二
派
三
派
に
別
れ
巨
あ
る
の
で
す
。
此
の
自
覚
を

｝
て
、
相
争
う
必
要
は
無
い
こ
と
　
持
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
猶
与
の
力
を
今
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
託
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
私
運

一一　

ｺ
和
三
十
三
年
は
皆
様
と
共
　
も
ま
た
日
本
の
教
育
を
荒
廃
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
め
た
葭
任
を
後
世
子
孫
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
し
負
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
ぽ

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ん
。
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ん
。
」
　
「
八
－
の
教
育
は
囚
つ
た

　

心
を
去
り
、
真
に
日
向
市
の
発
一
師
を
ど
う
動
か
す
か
、
そ
の
最

早
、
子
孫
の
繁
栄
を
希
蝦
し
灰
の
力
は
日
教
組
に
あ
る
の
で

う
大
L
場
で
あ
り
ま
す
。
工
場
置
ら
れ
る
程
度
の
地
価
で
、
我
慢
一
と
思
い
ま
す
。

が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
秤
、
こ
．
し
て
頂
か
ね
ば
な
ら
蹟
と
思
い
一

纏
照
雛
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雛
欝
蠣
罐
只
篇
饗
離
緬
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議
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蘭
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一一ﾗ島港の初日の出一1，

総
監
戯
言
蜴
蕪
犠
騨
が
鯵
豊
そ
れ
に
・
つ
て
待
肇
肇
。
教
聾
し
か
重
器
政
へ
の
癌
と
な
る
モ

し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
大
“
業
と
い
う
も

の
は
、
一
人
や
二
人
の
力
で
出

来
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

昌
の
よ
一
な
命
令
一
下
、
何
で

も
出
来
る
特
代
と
は
ち
が
い
ま

し
て
、
今
は
巾
民
が
皆
納
得
つ

く
で
、
巾
の
た
め
、
．
．
f
孫
の
た

め
、
或
る
前
肢
の
犠
刺
は
我
慢

寸
る
と
い
っ
た
」
う
な
、
強
力

一
と
に
も
な
り
ま
し
よ
う
。
私
共
｝
場
誘
致
達
戊
の
年
に
致
し
た
い

は
絶
対
に
斯
様
な
こ
と
に
な
ら
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

な
い
よ
追
致
し
た
い
も
の
だ
一
元
P
の
葛
煮
の
雲
も
な

と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
一
く
曙
れ
亘
っ
て
、
日
向
市
今
体

　
な
お
今
年
は
、
日
向
市
と
し
｝

て
は
白
日
の
丁
場
誘
致
を
成
就

’
0
る
か
否
か
の
大
切
な
年
で
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
う
い
う
年
こ

そ
市
民
が
何
事
に
も
協
力
一
致

し
て
、
一
休
と
な
っ
て
車
を
運

の
開
運
を
祝
福
し
て
い
る
よ
う

に
思
え
ま
し
た
。
願
わ
く
ば
皆

様
と
共
に
、
こ
の
与
え
ら
れ
た

撃
運
を
掴
み
取
り
た
い
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
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工
都
建
設
に
努
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
議
会
議
長
，
青
　
木

明
ま
し
て
お
目
出
職
う
御
座
い

童
す
。
旧
年
中
の
皆
様
の
御
埠

情
に
対
し
深
く
感
謝
申
し
ま

す
。
今
年
は
大
の
年
で
あ
り
ま

市
　
蔵

磁
気
以
上
に
大
切
な
の
が
工
業
「
域
に
全
力
を
捧
げ
て
努
力
致
す
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
て
「
電
〉
、

り
ま
す
の
で
、
市
民
　
の
大
計
を
あ
や
ま
ら
な
い
よ
う

皆
様
特
に
関
係
地
域
に
、
一
つ
一
つ
に
細
心
の
注
意
・

の
方
々
の
御
協
力
を
を
払
っ
て
衆
智
を
集
め
、
肩
部
L

、
レ
か
ら
お
願
い
巾
上
，
的
に
こ
だ
わ
ら
ず
大
局
的
見
地

ま
す
と
共
に
、
本
年
一
に
立
っ
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い

度
に
お
い
て
新
た
に
こ
と
を
、
特
に
年
頭
に
当
っ
て

訓
画
さ
れ
た
大
事
業
一
気
分
を
新
た
に
し
て
考
え
て
お
’

は
、
工
場
誘
致
に
は
る
次
第
で
す
。
そ
こ
で
す
べ
て

港
と
敷
地
に
次
い
で
は
各
自
が
そ
の
与
え
ら
れ
た
職

　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

用
水
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
市

と
し
て
完
全
で
な
い
の
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を
耳
川
よ
り
再
度

は
工
場
誘
す
の
で
過
去
ニ
カ
年
の
大
功
業
一
二
百
個
分
水
の
計
画
を
た
て
目

致
に
反
対
　
を
実
ら
す
べ
く
・
大
い
に
飛
び
　
下
関
係
各
省
に
再
認
を
提
m
し

す
る
い
わ
廻
っ
て
・
丁
場
建
馨
中
心
に
て
運
動
中
で
あ
り
ま
す
。
相
当

れ
は
な
い
こ
れ
が
受
入
態
勢
に
思
い
切
つ
困
難
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す

の
で
、
た
て
働
き
た
い
決
泊
で
す
。
東
洋
一
ヵ

だ
県
や
県
紡
と
の
本
契
約
も
必
ず
年
頭
ヒ
あ
る
こ
と
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

，
こ
エ
場
建
設
に
絶
対
条
件
で
㎜
ま
す
。
木
津
は
特
に
大
切
な
年

可
力
　
何
よ
り
大
切
と
思
い
ま
一

す
。
私
等
市
議
会
人
は
私
の
事
「

は
第
二
と
し
て
皆
様
の
熱
望
し
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
居
ら
れ
る
声
に
常
に
関
心
を
｝

深
め
市
や
県
国
に
す
が
っ
て
、
｝

実
現
に
努
力
致
す
こ
と
が
公
僕
一

と
し
て
の
勤
め
で
あ
る
と
信
じ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
の
世
論
り
県
は
取
り
結
蛋
を
馨
し
一
薦
を
誘
致
せ
ね
ば
な
り
ま
翼
な
く
皆
様
の
与
論
を
お
聞
か
せ

が
定
ま
る

ム
，
底
数
多
く
2
で
あ
り
ま
す
の
で
、
禦
遠
慮

の
を
待
っ
て
い
た

訳
で
あ
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。

が
、
こ
の
県
の
与

奪
離
繍
海
鑑
帯
も
藝
区
の
輝
奮
方
お
願
い
い
た
し
寄

轡
繍
繕
齪
懸
雛
駄
津
騰
馬
購
糠
謹
…

て
居
り
ま
寸
。
次
に
志
村
化
工
ん
の
で
、
将
来
を
見
越
し
て
一
．
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
．
。
年
唆
よ
り
継
続
－
事
と
し

て
、
こ
れ
も
実
現
す
る
と
仏
し

ま
す
・
そ
こ
で
Ψ
素
昌
々
の
誇
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
又
皆

り
と
し
て
居
り
ま
し
た
細
島
事
様
よ
り
充
分
ご
認
識
を
戴
き
御

も
の
だ
．
し
と
慨
陣
、
し
て
い
る

だ
け
で
、
此
れ
冷
払
い
の
け
ろ

力
を
持
ち
な
が
ら
打
労
し
L
う

と
し
な
か
っ
た
と
す
る
と
、
霞

は
私
達
国
民
や
父
母
の
側
に
も

あ
り
ま
す
。
　
一
乃
日
教
組
も
こ

の
親
逆
の
触
い
に
こ
た
え
り
足

下
の
課
題
か
見
つ
め
、
力
か
教

育
活
動
に
集
注
・
焚
お
共
議

と
支
持
を
得
、
そ
の
権
威
を
高

め
力
の
上
昇
を
計
る
べ
き
で
一

す
。
章
い
日
向
市
の
学
校
教
育
㎜

は
市
当
局
の
御
理
解
・
P
T
A
一

や
市
民
の
方
々
の
御
援
助
に
よ
一

り
、
了
供
航
虚
に
は
行
届
い
た
教
一

三
一
甜
砒
講
悪
趣

す
。
ま
た
村
会
二
丁
の
面
で
も

乏
し
い
r
算
で
そ
れ
ぞ
れ
の
方
一

々
の
御
努
力
を
煩
わ
し
て
お
り
闇

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

算
の
奪
い
合
い
は
避
け
、
予
算
一

の
訪
す
範
囲
で
「
市
民
グ
ラ

ウ
ン
ド
」
と
由
人
休
上
場
（
講
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

叩
）
は
夢
で
な
く
、
突
現
し
た
一

い
も
の
と
謂
え
て
お
り
ま
す
。

県
汀
4
1
駅
伝
競
争
も
間
近
で

す
。
御
激
励
戴
き
ま
す
よ
う
ム
，

後
の
御
子
挫
を
お
願
い
し
御
月
一

拶
と
し
目
す
。
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め

区
長
連
合
会
一
同
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戴
き
平
素
の
熱
望
逓
成
に
目
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
導
と
御
援
助
を
御
卜
い
い
た
し

も
充
貧
込
が
。
り
ま
す
の
・
て
若
あ
出
来
・
吉
努
力
翌
ま
し
て
、
鯉
拶
と
い
た
し
ま
恒
例
に
よ
っ
て
昭
聖

新
年
名
刺
交
換
両
三
会

　
　
　
　
各
地
区
で
も
開
催
さ
る

も
の
ロ
コ
　
コ
コ
ほ
ロ
　
　
ヲ
の
　
コ
　
　
ロ
リ
コ
コ
　
コ
　
コ
リ
ロ
　
ぼ
ロ
コ
の
の
　
じ
の
ロ
の
コ
リ
コ
サ
の

岬
祝
祭
日
に
は
国
旗
，
れ
ま
し
た
・
出
席
轟

を
掲
げ
ま
し
よ
う

‘・・．曾・●・・●●。…　θ

東写れ一新
方名ま時宜
遙’しか名
封開ナこら束ll

’式。市父
君の出役換
が辞席所会
代が著講は
斉あ約堂’
唱つ二で几
’て肖昨日
三’二さi

ま
し
究
。
き
て
こ
一
工
さ
れ
る
よ
う
に
と
愈
骸
て
お
．
凌
嚥
、
交
遡
、
交
化
等
の
菖
攣
い
’
き
》
2
～
む
・
’
．
く

、
’
ξ
ー
レ
歴
廻
便
鹸
拶
、
驚
二
二
憂
藤

岡の式典
同
の
日
向
市
南
部
振
興
会
主
催

の
名
刺
交
換
会
は
、
振
興
会
総

会
も
兼
ね
て
二
日
十
時
か
ら
美

々
沖
小
学
校
で
開
か
れ
、
市
か

ら
一
．
一
尾
市
畏
な
ど
三
役
と
青
木

市
議
長
も
出
席
し
、
約
七
f
名

換
一
の
出
席
者
が
あ
り
ま
し
た
。

錨
鎖
撒
報
韓
鵬
囎

刺
．
岩
脇
支
所
を
会
場
と
し
て
開
か

名
・
れ
ま
し
た
。

年
　
市
営
住
宅
入
居

新
一

申
込
は

　
　
　
一
月
中
受
付

轟
笛
ゆ
鉾
脂
鱗

｝
昭
和
三
十
二
年
度
で
建
設
す
る

市
営
花
宅
は
、
三
十
戸
で
す
が

｛
そ
の
入
居
申
込
み
の
受
付
は
、

。
．
4
一
拶
、
藤
封
県
議
祝
辞
、
出
席
者

　
i
　
代
表
菊
池
窟
島
高
校
艮
祝
辞
な

　
　
と
あ
っ
て
、
厳
劇
な
式
典
を
行
一
◇
建
設
戸
数

　
　
　
つ
た
後
、
賀
宴
に
移
り
簡
素
な
｝

　
　
一
中
に
も
極
め
て
な
ご
や
か
に
会
一

三
一
雛
鷲
畦
鮮
地
区
倉 　

一
者
は
早
目
に
市
役
所
市
民
課
へ

　
申
込
み
し
て
下
さ
い
。

5
建
設
地

　
大
宇
塩
見
（
永
田
団
地
）
大

一
　
字
窟
高
（
後
無
田
団
地
）

一　
永
田
団
地
（
一
〇
、
五
坪
）

　
十
戸

一　後
無
田
団
地
（
八
、
五
坪
）

」
・
†
戸
一
｝
な
’
；
　
　
穐
r
　
’

　
（
一
〇
、
五
坪
）
十
戸
訓
一

　
十
戸

◇
応
募
資
格

1
、
市
内
居
住
客
及
び
日
向
湘

　
に
勤
務
先
を
4
5
す
る
者

2
、
現
在
特
に
住
宅
に
困
窮
聰

　
て
い
る
有
資
格
者

3
、
毎
月
政
令
で
定
め
る
墓
痂

　
の
国
人
の
あ
る
者

◇
申
込
方
法

　
所
定
の
申
込
井
に
紀
入
し
・

　
記
書
類
添
付
の
上
提
出
す
ヴ

　
こ
と
。

一
、
住
民
登
録
票
　
二
、
戸
口

税
完
納
証
明
書
　
三
、
給
与
鯉

明
書
　
四
、
家
主
か
ら
の
立
増

き
請
求
書

◇
選
考
方
法

　
委
員
会
に
諮
り
、
厳
正
公
切

　
に
審
査
し
決
定
す
る
。

◇
家
賃
月
額

　
二
〇
、
五
坪
）
二
、
○
（

　
○
円
～
二
、
二
〇
〇
円

　
（
八
、
五
こ
口
一
、
二
〇
（

　
円
～
一
、
三
〇
〇
円

◇
入
居
予
定
日
．

　
永
田
団
地
　
昭
和
三
十
三
㍑

　
三
月
一
日
、
後
三
田
団
地
㎜

　
月
一
日
　
　
　
　
　
”

◇
其
の
他

　
既
に
申
込
書
を
提
出
し
て
h

、
糞
度
申
込
亀
ζ
と
。



■
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蕪灘駄

（
上
）
分
列
行
進
（
下
）
点
検

三
三
㍗

胸
4

膿
，み

な
ゆ
も

槻
薦
騒

　
　
消
防
初
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
勇
壮
に
行
わ
る

日
向
市
消
防
初
式
は
一
月
五
日
　
一
．
尾
市
艮
の
点
検
開
始
冗
d
の

財
光
寺
旧
飛
行
場
で
午
前
八
時
復
畝
ち
に
、
第
一
部
か
ら
糖
分

に
開
始
。
眼
知
弔
代
理
、
県
消
団
毎
に
人
員
服
鼓
規
律
動
竹
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

防
協
会
長
代
理
、
日
向
警
察
署
点
検
が
な
さ
れ
、
正
午
頃
点
検

長
、
市
議
長
以
下
議
員
多
数
の
｝
総
r
。
分
列
行
巡
に
入
る
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

・
来
賓
臨
席
の
も
と
に
、
消
防
団
，
消
防
自
動
庫
隊
を
先
頭
に
各
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

員
一
千
二
百
名
参
加
。
点
検
艮
一
は
堂
々
と
行
詰
，
市
民
の
信
頼

シ
鰻

禰
三

月

に
応
え
て
、
溌
ら
つ
た
る
姿
冷

み
廿
ま
し
た
。

々
後
　
時
　
レ
分
か
ら
発
水
試

齢
開
始
腕
川
ポ
ン
ノ
、
小
型
可

搬
動
力
ボ
ン
ノ
、
自
動
申
調
ン

ヲ
の
甑
で
、
［
頃
の
各
部
の
訓

紳
を
発
揮
し
裳
し
た
。

終
っ
て
、
講
評
、
訓
㎜
小
の
後
、

優
勝
旗
、
賞
状
授
り
、
知
巾
そ

の
他
の
祝
辞
。
君
が
代
斉
唱
の

中
に
国
旗
降
ト
す
る
頃
陽
は
内

の
山
上
に
傾
き
、
繁
話
し
た
消
｝

防
初
式
の
一
空
写
r
し
ま
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
。
　
　
　
　
　
　
一

友
彰
の
主
な
る
も
の
次
の
通
り
一

◎
規
律
動
作
の
部
　
　
｝

　
優
勝
第
．
、
一
十
部
（
田
ノ
原
）
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

◎
発
水
試
験
『
自
動
車
ポ
ン
プ
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
第
八
部
（
細
・
島
）

　
部
（
目
高
）
『
小
型
動
力
』

　
一
等
第
卜
四
蔀
（
梶
木
）

　
一
．
等
第
二
↑
π
部
（
別
府
）

　
一
。
．
等
第
卜
八
部
（
金
ケ
浜
）

『
湯
玉
ポ
ン
プ
』

　
一
等
第
L
－
四
部
（
梶
木
）

　
一
．
等
第
四
部
（
日
知
犀
）

　
一
．
．
笠
第
一
部
（
海
蝕
）

◎
優
良
団
員
◆
知
事
二
二
七
分

　
団
長
岡
m
賢
人
郎
、
第
六
分

　
団
部
長
黒
木
軍
犬
　
◆
県
消

　
防
協
会
長
賞
石
崎
磁
信
、
烈

　
木
勝
、
黒
木
弘
茂
、
甲
斐
学
、

　
河
野
美
古
、
寺
原
茂

一
纂
五
部
（
原
紙
峯

…… 新春座談※市政記者

…見
の
葉
叢
初
τ
つ
、
霞
そ
の
他
市
に
対
立
に
は
蔑
の
渉
だ
．
尤
も
至
島
地
区
の
蟹
道
路
箪
く
造
馨
グ
ラ
ゥ
・
・
が
必
奪

　
　
　
　
　
　
ら
れ
る
訳
で
す
が
、
八
，
日
は
ひ
｝
慾
が
な
い
。
二
市
’
一
町
合
併
説

南
長
の
記
者
会

の
日
に
当
つ
一
る
遠
慮
な
い
お
話
を
出
し
て
い

「
葉
】
市
の
忠
で
あ
垂
…
市
民
体
育
響
や
る
べ
き
で
、

騨
懲
誌
鯉
歯
髄
綴
⇔
黒
熱
鞍
壷
縫
叢
薄
厳
訓
醜
朋
ゆ
蘇
輪
瓢
藩
穿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
る
よ
う
要
恥
し
た
い
ね
。
そ
れ
・
が
、
西
中
建
設
と
併
せ
て
計
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
は
住
民
盛
情
も
あ
っ
て
簡
単

て
・
市
政
記
者
一
た
だ
く
よ
う
に
　
　
　
　
　
　
一
に
は
い
か
ぬ
論
題
だ
ろ
う
。
　
　
か
ら
窩
高
叱
美
々
津
と
の
問
の
一
し
た
ら
．
：
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
日
高
】
日
向
市
は
今
ま
で
で
交
通
が
、
何
か
遠
い
所
に
あ
る
｝
【
山
野
内
】
市
民
の
小
公
園
此

　
　
　
　
　
　
　
【
日
高
】
去
年
の
初
め
あ
た
り

〃
一
ノ
ブ
の
カ
ヶ

に
集
っ
て
頂
㎜
は
、
門
川
町
、
東
郷
村
と
の
合
一
一
応
地
固
め
が
で
き
た
だ
け
だ
一
よ
う
で
不
便
こ
の
上
な
い
。
も
…
し
て
、
市
役
所
前
の
旧
グ
ン
ウ

市
民
で
あ
る
も

欄
無
籍

っ
て
、
常
に
旦

向
市
を
み
て
い

る
市
政
記
者
の
一
合
併
説
が
八
，
年
の
最
初
の
話
題

座
談
の
巾
に
は
”
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
向
き

　
　
　
　
　
　
　
　
◆
墜

会
日
向
支
部
長
賞
山
川
七
郎
一

心
木
年
光
、
山
口
光
義
、
日
　

高
一
穐
、
長
野
文
勇
、
第
十

四
部
（
桿
木
）
　
◆
日
向
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

長
賞
第
．
、
唖
五
部
。
第
一
．
．
消

火
隊
副
隊
長
黒
木
好
門
外
一
、
．

卜
し
里
離
　
◆
巾
訓
粥
防
団
長
轟
貝

鈴
木
・
信
作
外
一
二
十
六
名
。

◆
消
防
長
賞
第
塊
叩
分
m
団
見
域
甲

斐
誠
市
、
感
謝
状
日
向
製
練

参
名
に
な
る
事
が
あ
る
が
と
思

い
ま
す
。

　
願者一一一席

…一
o

日
向
日
日
新
聞
記
茜

西
日
本
新
聞
記
茜

朝
日
新
聞
記
名

毎
日
新
聞
記
吝

N
H
K
通
信
記
名

日
向
郷
十
新
聞
村
長

司
　
会

所
、
第
．
、
．
ト
一
部
消
防
後
援
一
も
隅
々
ま
で
廻
っ
て
、
口
向
弗

会
。

　
　
皆
さ
ん
の
御
援
助
の
賜
と
深
く
’
る
ヒ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た

　
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
む

　
　
噛
謝
し
て
居
り
ま
す
　
　
　
　
「
し
　
　
　
　
　
　
．

　
一
高
巾
も
r
場
誘
致
聞
順
を
ぞ
社
会
教
育
費
の
増
額

　
硲
め
色
々
と
忙
し
い
年
と
は
角
教
台
費
で
も
社
会
教
育
費
が

回
し
童
す
が
・
笈
々
津
港
を
完
全
　
一
霧
け
ず
り
や
す
い
ら
し
い
。

　
　
な
良
港
と
ζ
る
こ
と
に
対
し
ま
布
民
の
期
待
を
う
ら
き
ら
な
い

　
　
し
て
は
、
是
が
実
現
に
爾
一
層
　
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

み
る
と
、
こ
の
三
市
町
村
の
合
一
と
だ
。

併
な
ん
か
忘
れ
ら
れ
た
絡
好
だ
一
合
併
と
い
う
形
の
上
で
の
、
行

ね
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
財
政
水
準
の
引
ヒ
げ
を
す
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
【
山
野
内
】
延
岡
方
而
で
は
、
　
り
、
実
質
的
に
充
実
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
大
飛
躍
し
た
延
岡
布
、
口
・
だ
。
都
巾
計
画
も
酬
画
は
出
来

向
巾
、
門
川
町
の
．
．
巾
一
町
の
　
て
い
る
の
だ
が
、
岩
脇
、
美
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
と
の
合
桝
当
時
の
一
応
の
施

P

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
も
貼
れ
い
た
現
在
、
こ
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

も
あ
る
。
こ
の
人
部
巾
の
考
え

一
力
は
押
想
と
し
ぐ
は
、
旧
く
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
凸
、
一

　　青照甲佐曜日
　黒　　　　　野
木木木斐藤内高

（広
順報　敏　旧記近
国

u豊純英勝朗斗、志

…
と
い
う
訳
に
は
採
算
上
や
れ
な
一
プ
イ
ス
の
人
々
に
も
、
ぜ
ひ
そ

警
繁
馨
議
撮
W
罫

○
あ
の
タ
ブ
ト
キ
峠
の
山
を
越
．
【
甲
斐
】
日
向
市
は
物
価
が
高

猛
輔
蒜
灘
欝
装
縦
理
趣
慧

は
い
ヒ
い
よ
H
向
市
の
大
局
的
，
顕
し
て
い
る
よ
う
だ
。

立
場
で
実
施
に
移
す
べ
き
年
皿
海
岸
線
の
改
良
国
道
の
調
査
だ
…

　
騨
1
1
量
一
l
o
g
I
1
1
8
■
置
l
l
l
l
ー
二
言
■
雪
1
1
1
－
I
l
重
1
1
響
一
目
1
9

0
皆
さ
ん
は
常
に
巾
役
所
に
居
な
い
ね
。
　
　
　
　
．

ら
れ
て
市
政
の
動
き
を
ノ
カ
に
　
【
日
高
】
絵
と
し
て
は
良
い
絵

見
て
お
ら
れ
る
と
同
時
に
、
．
」
　
だ
が
、
何
か
実
帖
に
そ
く
わ
な
一
内
の
国
道
は
特
に
狭
い
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

般
の
記
事
取
材
の
た
め
、
市
内
　
い
気
が
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
オ
ー
ト
バ
イ
で
も
あ
ぶ
な
く
て
一
う
。
今
年
は
社
会
教
育
面
エ
図

ε
竃
の
を
よ
く
知
つ
垂
細
論
縮
謂
岡
山
劉
雛
鑑
礁
道
路
拡
張
瀟
騨
姉
曲
譜
擁
緑
黙
熱
腸
響
鷺

　
、

○
巾
艮
さ
ん
も
、
二
市
一
町
合
一

研
論
は
合
資
し
て
お
7
1
い
に
発
一
る
が
、

渇
し
よ
う
と
い
う
、
そ
う
い
う
一
末
し
ゃ
な
い
の
か
な
。

“
民
感
情
を
育
て
る
も
の
と
し
｝

て
は
、
こ
の
説
に
け
、
そ
う
い
｛
築
は
き
ま
っ
て
い
る
筈
だ
が
。

う
工
場
で
賛
成
の
気
持
を
も
つ
｝
あ
ん
た
は
一
番
悪
い
所
に
当
っ

て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
一
般

の
日
向
市
民
は
殆
と
関
心
は
な
一

い
よ
う
で
よ
。

て
は
次
に

【
佐
藤
】
国
道
i
－
5
線
が
完
成

す
れ
ば
、
n
然
市
街
は
こ
の
道
一
割
は
完
了
し
た
ん
だ
。
学
校
施

路
の
乗
側
へ
移
る
ね
。
日
向
而
｝
設
面
は
大
体
串
来
た
の
で
、
こ

　
査
班
が
美
々
津
に
駐
罰
し
て
調
一
が
，
で
き
る
だ
け
商
店
拡
サ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ビ
ス
が
必
要
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
黒
木
】
店
員
の
サ
ー
ビ
ス
や

奮
塗
留
宅
に
い
糖
雛
驚
も
っ
と
訓

　
　
　
円
向
市
の
は
作
り
が
粗
　
【
日
高
】
工
場
誘
致
で
当
局
も

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
市
民
も
気
が
二
つ
い
て
い
る
ん

　
【
日
高
】
公
営
住
宅
だ
か
ら
建
じ
ゃ
な
い
か
な
。
工
場
誘
致
の

臨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
上
面
だ
け
で
は
い
か
ん
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
商
工
行
政
も
手
が
届
か
ん
と
い

　

｝
た
ん
じ
や
な
い
か
な
。
（
笑
）
…
う
訳
に
な
る
。

　
【
青
木
】
将
来
は
鉄
筋
か
プ
ロ
　
【
暇
名
】
市
役
所
も
、
み
ん
な

一
ソ
〃
に
な
る
だ
ろ
う
ね
。
　
　
　
も
っ
と
仕
琳
の
能
率
を
あ
げ
て

○
教
育
、
文
化
面
は
　
　
・
　
　
働
く
べ
き
だ
ね
。

｝
【
日
高
】
二
尾
教
育
行
政
の
七
　
〇
そ
の
他
・
農
業
面
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
日
高
】
昨
年
は
湿
田
、
秋
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
田
の
多
い
当
市
で
は
、
早
酢

一
れ
か
ら
仕
上
げ
の
段
階
だ
ろ
水
稲
を
や
っ
て
一
応
成
功
し
て

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
い
る
。
ま
だ
可
能
而
積
も
残
つ

出
す
べ
き
だ
。
　
．

【
山
野
内
】
工
場
誘
致
に
固
ま

っ
て
し
ま
っ
て
、
他
の
こ
と
を

な
お
ざ
り
に
す
る
傾
向
が
あ
れ

ば
反
省
す
べ
き
だ
。

【
日
高
】
日
向
市
は
五
年
も
し

た
ら
、
六
、
七
難
の
人
口
の
都

市
に
な
る
だ
ろ
う
。
発
展
の
先

き
が
見
え
た
大
切
な
時
期
に
あ

る
市
だ
か
ら
足
を
大
地
に
し
っ

か
り
着
け
て
や
ら
な
き
や
な
ら

ん
市
だ
と
思
う
。

○
で
は
こ
の
辺
で
・
・

感
想
文
募
集

題
「
新
有
権
者
と
し
で

　
　
選
挙
に
対
す
る
白

　
　
覚
」

1
、
応
募
資
格
　
昭
和
十
二
拓

　
一
月
一
日
か
ら
同
十
三
隼
レ

　
園
圃
三
十
一
日
ま
で
に
生
勲

　
た
者

2
、
枚
数
　
二
百
字
詰
原
稿
m

　
紙
十
枚
以
内
ま
た
は
四
百
ウ

　
詰
原
稿
用
紙
五
枚
以
内

3
、
締
切
期
日
　
二
月
十
五
口

4
、
提
幽
先
東
京
都
千
代
旧

　
区
霞
ケ
関
一
ノ
ニ
、
自
治
…
‘

　
選
挙
局
管
押
目

5
、
賞
状
と
賞
金

　
一
等
　
一
万
π
丁
円
　
一

　
二
等
　
　
　
κ
千
円
　
二

　
三
等
　
　
　
三
千
円
　
三

詳
し
く
は
口
向
市
選
挙
管
珊
ゴ

員
会
事
務
局
へ

技
能
者
養
成
講
習
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
開
講
せ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
　
　
田

㌦
●
・
＝
＝

…
稿

oo

一
寄

r
9
。
．
・
●
・

　
　
o
o

にあたり市政に望む
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9

涯

一
、
大
日
向
西
廼
設

　
の
た
め
、
全
市
鼠

　
あ
げ
て
百
年
の
大

　
計
を
樹
立
せ
よ
。

因
循
姑
息
な
計
画
は

悔
い
を
千
歳
に
残
し

ま
す
。

二
、
大
日
向
市
は
生
・

　
産
都
市
と
し
て
の

　
使
命
達
戊
の
た

　
め
、
各
稲
業
態
に

　
応
ず
る
扱
能
養
成

　
所
を
開
講
せ
よ
。

機
械
電
気
等
の
科
学

者
の
た
め
の
弓
術
講

習
会
、
販
売
技
術
、

農
村
漁
業
扱
日
向
⊥

の
た
め
の
講
習
ハ
パ
を

　
　
　
　
　
ハ
富
島
漁
協
参
肇
）

　
す
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い

　
ま
ホ
。

三
、
美
の
日
向
巾
冷
礼
識
e
よ

｝
　
伝
説
と
観
光
の
日
向
市
を
大

　
い
に
讃
美
し
て
官
仏
も
い
た

一　
し
ま
し
よ
う
。

漁
港
整
備

を
！

　
　
　
　
黒
末
　
倉
　
一

　
（
細
々
沖
漁
業
協
同
組
合
長
）

　
町
碍
は
私
共
浄
業
茜
に
と
り

う
・
し
て
は
、
判
富
に
や
っ
か
い

な
問
題
の
多
い
句
て
あ
り
、
H

又
　
番
か
ん
し
ん
の
港
口
か
メ

一
さ
が
り
、
大
巾
な
漁
期
を
逃
が

幽

の
御
努
力
r
ト
き
い
ま
し
て
、
三

々
漁
民
が
充
分
活
躍
出
来
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

ヒ社
会
教

　育

　璽
　同

月
期
講
習
と
し
て
開
－
し
た
不
漁
の
年
で
あ
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
一
が
、
大
差
な
く
新
し
い
外
を
迎
．
白
％
と
は
い
い
が
た
い
が
出
来

　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
と
締
を
・

　一・’）総も　一一＿

む’ててな様’県
。かものる々公1「∫
　ノら山1まな・ド協

鯉書癖鼎上
おし凄目磯鴫博

識追認倖
　を　てだう施岩
　望　あけに　一夫

8
§
塁
§
顕
籠
§
§
轟
轟
§
｝
盛
≡
葦
蓬
≡
≡
一
＝
≡
≡
≡
≡
一
「
ヨ
≡
＝
一
下
ヨ
ヨ
一
＝
§
＝
三
≡
≡
＝
＝
【
＝
≡
ヨ
≡
葦
讐
｝
＝
≡
一
三
≡
≡
≡
一
≡
≡
藝
＝
＝
萎
一
峯
≡
一
§
§
蓬
鞘
一
幽
＝
妻
≡
葦
昌
昌
§
毒
幽
§
雷
§
§
§
≡
≡
垂
叢
一
＝
≡
鯉
蒙
誓
菱
一
§
§
套
≡
董
一
一
妻
§
§
ヨ
碧
彗
§
戯

訓
、
国
民
健
康
保
険
の
早
急
三

軒
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
加
更
正
、
職
員
給
与
条
例
の
一

二
・
三
男
対
策

を
！

　　

@　

@　

@　

@　

@　

B
簾
鷲
つ
い
三
大
鴨
建
馨
金
二
百
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
字
富
浦
部
落
有
土
地
，
原
野
」
皿
○
議
案
第
八
○
号
　
昭
和
三
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
町
一
反
三
畝
を
富
島
高
校
・
　
二
年
度
一
般
会
計
歳
人
歳
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
P
T
A
代
表
者
福
森
末
義
そ
　
　
予
算
追
加
史
正
に
つ
い
て

一
の
大
略
は
次
の
と
お
り
で
す
。
一
　
の
他
へ
贈
与
）
　
　
　
　
　
「
　
（
一
千
百
六
十
三
万
円
追
加
）

講
聖
旨
誉
の
鰐
蝉
。
懇
幕
道
途
腿
。
議
験
駈
鶴
鰐

　
い
て
（
田
中
金
助
氏
「
日
日
　
　
住
宅
用
地
と
し
て
畑
四
自
四
・
　
業
歳
入
歳
出
予
算
追
加
更
正

　
屋
九
六
〇
四
器
地
」
を
決
定
）
　
十
六
坪
宅
地
四
白
十
七
坪
二
一
　
に
つ
い
て

○
議
案
第
七
一
珪
　
日
向
市
職
．
　
○
を
買
収
）
　
　
　
　
　
　
一
〇
畿
案
第
八
二
珪
　
昭
和
三
十

　
員
給
与
条
例
の
一
部
を
改
止
　
○
議
案
第
七
π
弓
　
セ
地
処
分
…
　
二
年
度
特
別
会
計
災
害
耕
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
す
る
条
例
に
つ
い
て
（
第
二
　
　
に
つ
い
て
（
欠
々
津
町
Y
腰
　
　
復
旧
詩
業
歳
人
歳
出
予
算
追

　
軌
条
第
．
一
項
巾
「
百
分
の
二
　
越
布
面
地
山
林
一
町
三
反
六
…
加
史
止
に
つ
い
て

　
百
三
十
」
と
あ
る
を
「
西
分
一
　
畝
弓
六
ル
、
塩
見
二
段
河
一
〇
帰
一
第
八
三
月
　
昭
和
三
十

　
の
二
百
六
十
」
に
改
め
る
）
．
　
畑
、
山
林
剖
三
反
六
畝
ご
ト
一
　
二
引
渡
特
別
会
訓
土
地
区
画

　
　
　
　
　
　
　
　
公
立
学
校
一
　
歩
を
処
分
）
　
　
　
　
　
　
㎝
　
整
理
領
掌
歳
入
歳
出
予
算
追

報
諌
購
雛
鱗
。
蘇
薦
ゆ
商
舗
蜘
鷹
潜
書
け

一
　
　
醒
≡
．
茎
≡
野
≡
一
≡
…
≡
≡
§
「
垂
＝
…
三
＝
蓬
”
關
＝
≡
＝
＝
≡
’
”
　
　
　
　
　
｝
金
資
金
、
二
百
万
円
。
）

　　

@…

阯
瘤
s
議
会
…
　
一
〇
継
麟
暫
間
つ
嚇
黛
轍

　
　
　
…
一
・
≡
≡
三
・
・
一
・
三
・
・
…
≡
・
一
・
・
；
≡
…
≡
≡
三
・
一
・
三
・
≡
…
・
・
一
朋
　
　
　
　
　
一
　
光
寺
小
学
枚
改
築
資
金
六
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

翻　
怐@蛛
@
灘
酬
鞠
　
灘
　

碁
畷
毅
雛
墾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

「
レ
、
、
議
決
さ
れ
た
肇
の
内
容

　
　
　
　
黒
木

　
　
　
　
（
農
業
・
美
々
沖
）

　
　
の

丁
場
誘
致
の
か
け
声
も
、
難
問

題
か
解
決
す
る
に
つ
れ
、
う
す

ら
い
だ
よ
う
て
寸
が
、
工
場
が

設
置
さ
れ
た
そ
の
時
に
は
、
農

村
の
二
、
三
男
失
業
者
を
必
ず

吸
収
し
て
預
き
た
い
。
市
民
が

工
場
が
出
来
て
良
か
っ
た
と
云
一

志
農
夫
・
○
議
案
第
七
〇
号

葬
だ
け
窺
に
は
な
窪
の
生
生
窪
め
の
市
政
で
あ
る
と
塾

縫
品
鱗
齢
躍
。
議
案
第
七
二
号

　
歳
人
歳
出
予
算
追
加
更
正
に
「

つ
い
て
　
　
　
　
「
　
才
童
扶
け
合
い
成
果
報
告

◇
曝
れ
た
請
♂
謡
講
鞭
避
て
現
金
四
ヘ
ー

麟
鰍
緬
欝
琳
夢
判
麟
瞬
前
鑑
（
匙
　
鎚

三
、
請
第
五
十
号
用
水
路
改
の
御
協
力
を
澄
ま
し
て
次
の
よ
「
　
　
　
　
　
一
人
当
り
四
・

四舗

l
粛
臆
灘
雛
簸
脇
振
回
隔
離
塾
毯
…

五
、
登
第
五
十
七
号
学
校
給
食
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
．

　
開
設
に
つ
い
て
（
富
高
小
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記

六
、
請
第
六
十
三
号
　
排
水
溝

　
施
設
完
備
に
つ
い
て
（
幸
脇
）
孟
三

七
、
陳
第
八
号
　
美
々
津
港
整

備
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
協
力

八
、
陳
第
九
腎
　
排
水
溝
の
整

　
備
復
旧
に
つ
い
て
（
幸
脇
）

　
改
修
で
き
ま
し
た

　
　
　
　
　
市
営
火
葬
場

熱
熱

日
向
市
社
会
福
利
協
議

会日
向
市
区
長
会

同
婦
人
連
絡
協
議
会

同
青
年
団
協
三
会

同
労
働
組
合
評
議
会

各
学
校

N
H
K

成
果

　
一
、
中
古
衣
料
、
雑
貨
、
食

　
　
料
品
学
用
品
等
，

　
　
　
　
　
　
　
五
〇
九
二
点

し
い
購
ノ
藍
菰
ψ

　
（
白
費
懲
者
を
含
む
）

　
　
メ
リ
ヤ
ス
シ
ヤ
ソ
、
タ
、

　
　
ル
、
石
鹸
、
チ
リ
紙

　
　
一
人
当
り
三
〇
〇
円

母
子
寮
（
父
の
い
な
い
世
帯
、

　
　
中
古
衣
料
　
一
遇

み
ど
り
園
（
父
母
の
い
な
い
ザ

　
　
　
　
　
供
収
容
）

　
　
中
古
衣
料
　
一
梱

配
分
残
の
金
品
は
根
災
者
用

充
当
い
た
し
ま
す
。

　
　
日
向
市
社
会
福
祉
協
議
・

　
　
　
会
長
渡
辺
義
久

h
　
　
へ
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